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道路斜面における高密度3次元点群データを用いた点検手法に関する研究 
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点検技術者の高齢化や労働人口減少が進む中で、防災カルテ着目箇所の効率的な点検が求められることに加え、

約半数の斜面災害は対策不要箇所から発生していることから、変状の見逃しをなくすような精度の高い点検手法

が求められている。本研究では変状の見逃しを極力減らすような効果的かつ効率的な斜面点検への転換に向け、

近年急速に普及しつつある 3 次元点群データを用いた道路斜面の効果的な点検手法の提案を行うものである。 
落石・岩盤崩壊・地すべりを対象とした防災カルテ点検結果から点検項目の特徴を体系的に整理した上で、その

大きさ等の特徴把握において必要な点群密度（必要点群密度）を算出した（文献：c-1, e-1）。また、機器可搬方法

については航空、地上、ハンドヘルド等、点群計測手法については LiDAR、SfM による 8 種類の点群計測手法に

よる現地データ取得を行い、それぞれ防災カルテ点検の点検項目に対し実計測で取得可能な点群密度（計測点群

密度）について整理した（文献：e-2, e-3）。それらを基に点検項目の「必要点群密度」及び「計測点群密度」を比

較し、点検項目に対する各点群計測手法の斜面点検への適合性を評価した。 
さらに、樹木下の転石の把握について、落石災害を数年おきに繰り返す道路斜面を対象とし、無人航空機によ

る LiDAR 計測データの解析を行い、斜面植生状況が地上点群データの取得状況に与える影響を評価した上で、

目視や写真等の従来方法では対応が難しかった樹木下の転石の把握を可能とした（文献：c-3）。以上の成果を、

斜面点検マニュアル（防災地質チーム）として HP で公表し（文献：f-1）、落石災害を繰り返す斜面の道路管理者

等に技術指導を行なった。本研究成果は今後の災害要因の見逃しの減少や落石除去等に係るコスト縮減等に資す

るものであり、災害リスクの低減への貢献が期待される。 
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Abstract: This study focused on developing road-slope inspection methods using 3D point-cloud data to achieve 
more efficient and accurate inspections with fewer overlooked deformation features. The required point-cloud 
densities for each road-slope inspection inspection checkpoints were examined and compared with densities 
obtained from various survey methods, including Unmanned Aerial Vehicle-Light Detection and Ranging 
(UAV-LiDAR), Unmanned Aerial Vehicle-Structure from Motion (UAV-SfM), hand-held laser scanners, and 
terrestrial laser scanners, to evaluate their suitability. UAV-LiDAR measurements also made it possible to 
detect boulders beneath vegetation, which had been difficult to identify using conventional photogrammetric 
methods. The results were summarized in a slope inspection manual to support future disaster prevention 
and maintenance cost reduction. 
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